
疎・少子高齢化など本市を
取り巻く状況を考えると､

住宅施策の最重要課題は ｢定住
促進｣ になります｡
｢空き家や遊休農地を定住促

進に生かすべきだ｣ など､ 本計
画の策定委員からも定住促進に
向けたご意見が多く寄せられま
した｡
定住の窓口である商工観光課
と連携し､ 定住希望者への情報
提供や相談体制を充実させると
ともに､ 地域の受け入れ体制の
充実を図るため､ 自治振興区な
どと連携しながら本計画の具体
的な施策を推進していきます｡
年度は､ 本市の気候風土や
景観との調和､ 地域産木材

の活用による循環型社会の構築
などに配慮した ｢住宅指針｣ を
策定し､ 住宅の質を高めながら
個性豊かな住まいづくりを進め
ます｡ また､ 地域景観の維持・
継承､ 地産地消の家づくり､ 古
材利用と再生､ 在来住宅の継承
などを骨子に取りまとめ､ 新た
な地域産業の誘発や林業・住宅
関連事業の振興にも努めていき
ます｡
施策の推進には､ 行政だけ
でなく市民の皆さんや住宅

関連事業者などとの協働が不可
欠です｡ 快適な住まいづくりを
目指し､ これからもご協力をお
願いします｡

担当者に聞く
都
市
整
備
課

主
幹三

浦
義
和

過

本

各
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・
市
営
住
宅
な
ど
の
供
給

・
公
平
で
効
果
的
な
市
営
住
宅
の
管

理
・
活
用

市
営
住
宅
の
整
備

市
営
住
宅
は
、
公
的
な
支
援
に
よ

り
居
住
の
安
定
の
確
保
を
図
る
必
要

の
あ
る
世
帯
に
対
し
て
、
適
切
な
住

宅
を
供
給
す
る
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
と
し
て
の
役
割
を
果
し
ま
す
。

各
地
域
に
お
け
る
市
営
住
宅
需
要

や
空
き
家
の
状
況
な
ど
を
勘
案
し
な

が
ら
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
若
者
、

子
育
て
世
帯
な
ど
の
入
居
対
象
世
帯

の
要
望
に
対
応
し
た
多
様
な
公
共
賃

貸
住
宅
の
供
給
や
市
営
住
宅
の
整
備

な
ど
に
よ
り
、
地
域
要
望
に
対
応
し

た
市
営
住
宅
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

公
営
住
宅
供
給
の
目
標
量
は

１
３
０
戸

市
は
、
常
に
市
内
の
住
宅
事
情
に

留
意
し
、
低
額
所
得
者
の
住
宅
不
足

を
緩
和
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
公
営
住
宅
の
供
給
を

行
う
こ
と
と
し
、
計
画
期
間
中

(

平

成
20
〜
27
年
度)

の
供
給
目
標
量
を

１
３
０
戸

(

う
ち
県
営
住
宅
50
戸)

と
し
ま
す
。

注
：
供
給
の
目
標
量
は
、
公
営
住
宅
の
空
き

家
の
発
生
戸
数
お
よ
び
建
て
替
え
に
よ
る
増

加
戸
数
な
ど
で
確
保
し
ま
す
。

●住宅施策に係る目標指標

目標指標 平成15年
(旧庄原市)

平成27年
(全市)

65歳以上の高齢者が居住する住宅の
手すりの設置率 (１ヵ所以上) 46.8％ 70.0％

65歳以上の高齢者が居住する住宅の屋内
段差解消率 13.3％ 34.0％

65歳以上の高齢者が居住する住宅の洋式
トイレの設置率 69.0％ 88.0％

一定の省エネルギー対策を講じた住宅の
比率 17.9％ 28.0％

●市営住宅の設備などに係る目標指標

指 標 現況
(平成19年度)

目標
(平成27年度) 備 考

住戸内の段差解消率 29％ 43％

住戸内手すり設置率 34％ 62％ ２ヵ所(トイレ・浴室)
以上設置

トイレ改修率 64％ 97％ 水洗・洋式便座

車椅子利用者向け住宅の
整備戸数の比率 6％ 20％ 屋外から住戸まで車椅子

で移動できる住宅

※計画は､庄原市ホームページに掲載しています｡ また､ 都市整備課や各
支所環境建設室でも閲覧できます｡
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市
は
、
安
全
・
安
心
で
快
適
な
住
生
活
を
実

現
す
る
た
め
、｢

庄
原
市
住
宅
基
本
計
画｣

を

策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
本
市
の
住
宅
を
取
り
巻
く
課

題
を
明
ら
か
に
し
、
住
宅
施
策
や
市
営
住
宅
の

整
備
な
ど
を
総
合
的
・
計
画
的
に
進
め
る
た
め

の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

目
標
年
次
は
平
成
27
年
度
。
住
ま
い
づ
く
り

の
目
標
、
市
営
住
宅
の
活
用
計
画
、
計
画
の
推

進
方
策
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

�
げ
ん
き�
と�
や
す
ら
ぎ�
の
住
ま
い
づ
く
り

｢

さ
と
や
ま
快
適
住
生
活｣

を
目
指
す
都市整備課建築係�0824-73-1151

庄原市住宅
基本計画を
策定

庄
原
市
の
住
宅
事
情

①
定
住
の
促
進

市
内
各
地
域
と
も
人
口
減
少
が
続

き
、
定
住
の
促
進
を
図
る
こ
と
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
高
齢
化
に
対
応
し
た
住
ま
い
づ
く
り

高
齢
者
な
ど
の
た
め
の
設
備
が
あ

る
住
宅
の
割
合
は
、
持
ち
家
約
63
％
、

借
家
約
17
％
と
な
っ
て
お
り
、
借
家

で
低
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

③
子
育
て
世
帯
の
居
住
支
援

子
育
て
世
帯
に
あ
た
る
年
齢
層
の

世
帯
で
は
、
居
住
面
積
が
狭
い
な
ど

居
住
水
準
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

④
住
宅
の
安
全
性
、
快
適
性
の
向
上

一
戸
建
て
住
宅
の
う
ち
昭
和
35
年

以
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
が
約�
を

占
め
る
な
ど
、
住
宅
の
老
朽
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
ト
イ
レ
の
水

洗
化
率
は
広
島
県
・
全
国
平
均
と
も

に
下
回
っ
て
い
ま
す
。

基
本
目
標
と
方
針

①
定
住
に
資
す
る
住
ま
い
づ
く
り

・
定
住
に
資
す
る
住
宅
・
宅
地
の
供

給
な
ど

・
空
き
家
・
土
地
資
源
の
活
用

・
田
舎
暮
ら
し
の
総
合
的
な
支
援

②
高
齢
者
・
障
害
者
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
住
ま
い
づ
く
り

・
高
齢
者
・
障
害
者
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
形
成

・
関
連
施
策
と
連
携
し
た
高
齢
者
・

障
害
者
の
住
ま
い
づ
く
り

③
子
育
て
し
や
す
い
住
ま
い
づ
く
り

・
子
育
て
し
や
す
い
住
宅
ス
ト
ッ
ク

の
形
成
と
居
住
の
支
援

・
関
連
施
策
と
連
携
し
た
子
育
て
し

や
す
い
住
ま
い
づ
く
り

④
安
全
・
安
心
で
快
適
な
住
宅
ス
ト
ッ

ク
形
成

・
質
の
高
い
住
宅
の
普
及

・
住
宅
の
安
全
性
の
向
上

・
適
正
な
リ
フ
ォ
ー
ム
の
促
進

・
良
質
な
民
間
賃
貸
住
宅
ス
ト
ッ
ク

の
形
成

・
住
宅
の
適
切
な
流
通
の
促
進

・
安
全
・
安
心
の
住
宅
地
づ
く
り

⑤
地
域
特
性
を
生
か
し
た
住
ま
い
づ

く
り

・
都
市
的
集
積
を
生
か
し
た
住
ま
い

づ
く
り

・
田
園
環
境
と
調
和
し
た
住
ま
い
づ

く
り

・
良
好
な
景
観
の
形
成

・
地
域
特
性
を
生
か
し
た
住
宅
の
普

及
⑥
市
民
・
事
業
者
な
ど
と
行
政
と
の

協
働
に
よ
る
住
ま
い
づ
く
り

・
市
民
、
地
域
住
民
団
体
な
ど
と
の

協
働

・
住
宅
関
連
事
業
者
と
の
協
働

⑦
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
宅

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築

・
市
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
質
の
向
上


